
H-(叫十専 門

専門(多枝選択式)試験問題
注意事項

1.問題は次の 11科目(各科目 7題ずつ計71題， 75ページ)あります。

ただし，問題は必須問題(民法・商法，会計学)(N o. 1 "'-' N o. 14)と選

択問題(No.15 ~ No. 77)に分かれていますから，選択問題については

任意の4科目 (28題)を選択し，必須問題と合計42題を解答してくだ

さい。

科 目 題 数 問題番号

民 法・商 法 7 題 No. 1......... No. 7 
)必須解答

会 計 学 7 題 No. 8'"'"' No. 14 
憲 法・行 政 法 7 題 No. 15......... No. 21 
経 済 学 7 題 No. 22......... No. 28 
財 政 学 7 題 No. 29......... No. 35 
経 営 学 7 題 No. 36......... No. 42 4科目
政治学・社会学・社会事情 7 題 No. 43......... No. 49 
英 語 7 題 No. 50......... No. 56 28題選択解答

商 業 英 語 7 題 No. 57......... No. 63 
情 報 数 学 7 題 No. 64'"'-'No. ・氾
情 報 工 学 7 題 No. 71'"'-' No. 71 

なお，選択問題は 4科目を超えて解答しても超えた分については採点

されません。

2.解答時間は正味2時間 20分です。

3.この問題集は，本試験種目終了後に持ち帰りができます。

4.本試験種目の途中で退室する場合は，退室時の問題集の持ち帰りはで

きませんが，希望する方には後ほど渡します。別途試験官の指示に従っ

てください。

なお，試験時間中に，この問題集を切り取ったり，転記したりしない

でください。

5.下欄に受験番号等を記入してください。

一酬|受隣号 |氏 名

指示があるまで中を聞いてはいけません。

途中で退室する場合....・H ・-本試験種目終了後の問題集の持ち帰りを 希望しない



No. 22 -No. 28は桂酒学です.

解答は，問組番号に骸当する害車用紙の番号制に記入して〈ださい.

[No. 22J 完全焼φ市場において生産物を販売している，ある企聾の平均可変費用が攻のように示

されている.

AVC = x2 
- 9x + 30 (AVC 平均可変費用 x 生産量(x> 0)) 

との企聾の回定費用が40.市場における生産物白価格が 30であるとき I との企業由利潤が最大

となる生産量はいくらか.

1. 3 

2. 6 

3. 9 

4. 12 

5. 15 
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[No. 23] ある財がニつの企業1.2によって市場に供給されている.この財の市場の需要曲綿は

d ~ 200ーρ (d 樹亜盤.ρ 価格)

で示されるとする.総費用曲線は攻のように示されるとヲる.

C( = 20Xi (c， 企業 tの総費用 x，企聾 aの生産量 i~ 1，2) 

このとき，クールノー均衡における企業 1の生庫量はいくらか.

1. 40 

2. 45 

3. 50 

4. 55 

5. 60 
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[No. 24J 企聾A.sがそれぞれ三つの戦略を持つゲームが以下の表申とおり示されるとする。こ

四費で示された状況に闘する攻の記述白うち。罫当なのはどれか。

ただし，茨の( )内田左側の数字は企業Aの利得.右側の数字は企梨Bの利得を示し 各企聾は

純粋戦略をとるものとする.

¥¥¥  
企業B

戦略 b， 戦略h 戦略b，

戦略a， (10. 8) (8. 5) (J 1. 7) 

企諜A 戦略.， (7. 4) (12. 9) (9. 10) 

戦略'" (9. 7) (14. 6) 00. 6) 

I ナッシュ均衡は(戦略 a..戦略 b，)でありーこの組合せはパレート効率的である.

z ナッシュ均衡は(戦略 a，.戦略 b，)であり.こ由組合せはパレート効率的ではない.

3 マクシ ・ミン戦略に従うと.企業Aは戦略 a，を選ぴ，企華Bは戦略 b，を選ぶ.

4 マクシ ・ミン戦略に従うと.企業Aは戦略 a，を遊び。企業Bは戦略 b，を選ぶ.

5 マクシ ・ミン粗略に従うと，企業Aは戦略...を選ぴ、企畢Bは戦略 b，を選ぶ.
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【No. 25】 消費に関するA----Dの記述のうち，妥当なもののみをすべて挙げているのはどれか。

A.ケインズは，絶対所得仮説を主張し，消費は現在の所得水準と短期的に換金可能な資産に依存

するとした。この仮説によれば，所得が時間の経過とともに増加すると平均消費性向は低下する

ことになり，これはクズネッツらの実証研究の結果とも合致している。

B.デューゼンペリーは，相対所得仮説を主張し，人々の消費行動は過去の習慣に依存しており，

消費は今期の所得だけではなく，過去の最大の所得にも依存するとした。この仮説によれば，所

得が減少した場合，過去の最大の所得と今期の所得の比率は 1を超え，それが平均消費性向を上

昇させることにつながり，所得の減少ほどには消費の減少が観察されないことになる。

C. フリードマンは，恒常所得仮説を主張し，消費は恒常所得に依存するほか，一時的な所得の変

化にも依存するとした。この仮説では，恒常所得に将来の所得の予想を含めていないことから，

家計の将来にわたる効用最大化という行動様式を考慮していないとされる。

D.モディリアーニは，ライフサイクル仮説を主張し，人々の消費行動は現在と将来の労働所得の

割引現在価値から初期の資産水準を差し号|いたものに依存するとした。この仮説では，家計が所

与の利子率の下でいくらでも自由に貯蓄や借入ができると仮定していることから，消費水準の決

定に際して，利子率は影響を与えないとされる。

1. B 

2. D 

3. A， C 

4. A， B， D 

5. B， C， D 
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[No. 26] ある国のマクロ経済が衣のように示されている。

Y ~C+ I +G 

C~60+0.8(Y- T) 

1 ~ 60 

G ~ 】 00

3午~ 750 

ここで.Yは国民所得.Cは民間1消費.1は民開設置 Gは政府支出 Tは税収 y，は完全

服用国民所得を表す.この経世において.完全腿用を達成するためには.民間投資を追加的にい〈

ら附加させる必要があるか.

ただし，政府部門は均衡予算を維持するものとヲる.

1. 10 

2. 20 

3. 30 

4. 40 

5. 50 
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【No. 27】 最近の我が国の経済事情に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。

l.我が国の実質GDP成長率は， 2003年度以降， 2%台で推移したものの， 2007年8月にサプ

プライム住宅ローン問題が顕在化したことにより， 2007年度はマイナス成長に転じた。しか

し， 2008年度は，同年9月のリーマン・プラザーズ破綻の影響を受けながらも，プラス成長へ

回復した。

2. リーマン・プラザーズ破綻後の世界的な金融危機の高まりに対し，我が国，アメリカ合衆国，

カナダ，スウェーデン及びスイスの中央銀行は 2008年 10月に政策金利の引下げを同時に行い，

各国とも実質的にゼロ金利政策を採用した。

3.消費者物価の「コアJ指数(生鮮食品を除く総合，季節調整済)は， 2007年夏までは横ばいで

あったが， 2008年度にかけての原油や穀物価格の高騰を受けて上昇した。 2008年夏以降は急落

した後， 2009年初めは横ばいの動きとなった。

4.我が国の労働市場における雇用者は， 2009 年 1~3 月平均で約 5 ， 000 万人であり，そのうち

の約 6分の 1が非正規雇用者となっている。また， 2008年における非正規雇用者の大半は男性

となっている。

5.金融機関の不良債権残高を見ると，主要行等では 2002年3月期に約 28兆円であったが，その

後の景気回復の中で急速に処理を進め， 2006年9月期以降は 4兆円前後で推移してきた。しか

し， 2009年3月期にその残高が急増し， 2002年3月期を上回ることになった。
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【No. 28】 最近の世界経済に関する次の記述のうち，妥当なのはどれか。

1. 2007年末より景気後退局面に入っていたアメリカ合衆国では，金融危機により実体経済の悪

化が更に深刻化したが，グリーン・ニューディール政策などの積極的な景気刺激策の結果， 2009 

年 1~3 月期の実質 GDP 成長率は前期比年率で 5% を超えるプラス成長となり，また，失業率

も2009年 12月時点で6%以下の水準にとどまった。

2.英国では，経営が悪化した金融機関の収益を下支えするため，イングランド銀行が 2008年9

月に 0.5%であった政策金利を段階的に引き上げ， 2009年3月には 2.5%まで引き上げた。こ

の結果，金融機関の資金仲介機能が回復し， 2009 年 1~3 月期の実質 GDP 成長率は前期比年率

でプラス成長となった。

3.中国では， 1995年の世界貿易機関(WTO)加盟以降， 10 %を超える実質 GDP成長率を達成

してきたが，世界金融危機による景気後退の影響を受けて輸出が大きく減少し内需も落ち込んだ

ことから， 2009 年 1~3 月期の実質 GDP 成長率は前年同期比でマイナス成長となった。

4.インドでは， 2008年半ばからの金融緩和策が奏功し， 2008年の実質 GDP成長率は 10%を上

回った。世界金融危機による景気後退の影響もほとんど受けることなし 2009 年 1~3 月期の

実質 GDP成長率は前年同期比で 12.8%となった。

5.ロシアでは， 2008年夏以降の原油価格急落や世界金融危機の影響を受げ，株価及び通貨が大

幅に下落するとともに輸出や生産も大幅に減少したため，実体経済は急速に悪化した。 2009年

1~3 月期の実質 GDP 成長率は前年同期比でマイナス成長となった。
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